
テストスコープの関連性を見たい

要件の網羅性を

確保する

品質目標を

達成する

整理ツール 分析ツール

2WAY

DMM（機能分析表）の活用法

～さまざまな関連性の整理と品質を追求する要求分析～

DMMとはDiamond Mandala Matrix の略称です。

マインドマップを整理したい 機能要求を網羅し、全体を俯瞰したい

機能要求の関連性を見たい
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国際規格ISO25010 の品質特性を枠組みに利用して機能要求の漏れを防ぎたい

品質全体が俯瞰で

きる。

テストケースの抜け漏れを予防したい テストケースから効率的にバグ抽出したい

アイデアを絞り出

す。

①：プロジェクトのテスト

目的に合った具体的な

要求（品質）を定義する。

②：①で作成したDMMの品質

特性毎にテストタイプやテスト

技法を割り当てる。

DMM間で

トレーサビリティを

確保できる。
子階層

親階

テスト要求モデルとして委託元に提供し、テスト

の保証範囲や動作を保証する機能の概要の位

置付けで確認してもらえばボリューム感が伝わる。

DMMを設計図としてさらにDFDを作成できる。

システム構成図など既存の

図解資料があれば外部

（データの発生源/行き先）と

の入出力を整理でき、テスト

設計の精度が向上できる。

DFDを作図すればプロセ

ス（機能）間の関連性を

整理できる。



DMM（機能分析表）

・テストスコープのDMM

・データ辞書（テストスコープ用）

テストコンテナ

・テスト観点のベース（枠組み）

テストコンテナ

・テスト条件作成済み

2 > DMM_テストレベルを抽出済み

・単体テスト

・外部結合テスト、内部結合テスト

・システムテスト

①テストスコープを確認する ②DFDを作図する ③テストフレームを作成する

※テスト条件の検討

④テスト条件を作成する

⑤テストコンテナを整理する ⑥テストデザインパターンを検討する ⑦テストケースを作成する

DMM（機能分析表）

・機能要求のDMM

テストベース

資料

・要件定義書

・補足資料

・用語集

・QA管理表

1 > DFD_テスト条件を抽出済み

・事前条件、事後条件

・テスト観点

・データ辞書（機能要求用）

テストコンテナ

・テストフレーム作成済み

完成した機能要求のDMMを

テスト設計書へ添付する

＜前工程にフィードバックする＞

DFD（データフローダイアグラム）

・プロセス（機能）間の関連性を

整理済み

・外部（データの発生源/行き先）を

洗い出し済み

・コンテキストダイアグラム

テストコンテナ

・整理済み
テストコンテナ

・コンテナ分割済み

テスト実装作業

へ

テスト詳細設計

テスト設計プロセスの全体図

～低コストで高品質かつ短納期を実現する～

テストを実行するテスター（自分）がイイと思えるものを目指して

委託元

社内の開発部門

委託先

社内の品質保証部門

（イイてすと）

テストベース

テスト設計書

テストの十分性

を確認したい。

自部門で実施可能な

テスト内容の全容を

知ってもらうことで、

テストで保証できる範

囲と動作を保証でき

る内容を明確に伝え

たい。

テスターのテスト技

術も確認したい。

テスト要求分析

テスト詳細設計テストアーキテクチャ設計

DMMを整理ツー

ルとして使う。

DMMは工夫次第

でいろいろ使える。

3 > DFD_要素を抽出済み（原因・結果・中間）

・原因結果グラフ

・デシジョンテーブル DMMを分析ツールと

して使う。



第１～２階層

第２～３階層

第３～４階層

機能要求のDMM

～機能要求のすべてを俯瞰する～

要求漏れ０件を達成するため
拡大。

単体テストは青色の枠で囲む。

外部結合は黄色の枠で囲む。

内部結合は黄色の罫線で結ぶ。

システムテストは赤色の枠で囲む。



DFD（データフローダイアグラム）は品質のかなめ

～新たなテストケースを生み出すモデリングを～

リバースする目的

DFDはまずトップダウン式にプロセ

ス（機能）間の関連性の整理を行

い、テスト観点として必要な外部

（データの発生源/行き先）を洗い

出す。

作成したDFDから事前条件、事後

条件、プロセス（機能）、テスト観

点、対象となる外部（データの発

生源/行き先）を抽出し、テスト

ベース（機能要求）と合わせてテ

ストフレームを作成する。
データの流れに抜けを

漏れを出さないために

コンテキストダイアグラ

ムを書こう！

関連性を整理したら次は最

下層からボトムアップ式に外

部（データの発生源/行き先）

との入出力を整理する。



テストアーキテクチャ設計

～テストプロセス全体をデザインする～

理想的な職場環境をイメージする テストコンテナAの関連図

テストコンテナBの関連図

テストコンテナAと重複する項

目についてどうするかを明確

にする。重要なテスト観点は

リズムもテストに必要です。歯

抜けにするとテスターが迷い

ます。。

テストコンテナ内を同じような

テスト観点の組み合わせで整

理し、実施するテストプロセス

全体図を参照してテスト詳細

設計を目的別に分類する。

テストプロセス

全体をモデリ

ングする。



３つのフィルターでユーザーに安心と安全を提供する

～本来のテスト目的とは～

品質に抜け漏れなく、バグも抽出する

要件をテスト

ケースと紐づ

ける！

効率的にバグ

を取る技術！

無理やりでもバグを見

つけるアイデアを絞り出

そう！

３つのフィルター

を通せば機能要

求と要件を網羅

するためのマトリ

クスが完成す

る！



シナリオテストの組み合わせテストケースを作る

～テスト技術の応用へ～

DFDの正しさがカギ
文章から読み取るの

は難しい原因結果グ

ラフだが視覚的に見

えると容易に作ること

ができる。

データの流れの観

点で抜け漏れがな

いように設計する。

データの種類は意識

せず、データの流れや

処理の違いに注目。

偶発的に発生するデー

タの衝突など想定外の

エラーも見つけて取り

除く。

テストケース４はデー

タが流れていない状

態のため調査不要で

す。

「中間」は外部（データの

発生源/行き先）だけとは

限らないため、慎重に分

析しよう！



イイてすとチームの特徴

～低コスト＋短納期＋高品質～

モデリングやバグを取り除く早さの秘密 DMMを作る過程はExcelが速い！
①機能要求の

一覧化。

②分析→分解。

③階層化。

テストはバグを念頭に実行する！

１つのテストケースに１つのバグ抽出戦

略を立てられないときはありそうなバグ

を推測したり、直感を働かせて潜んで

いるバグを見つけるアイデアを絞り出し

ます。あとで直感なら直感と分かるよう

にしておくことでメンテナンスもし易くな

り、新たなエラー推測を取り入れられる

仕組みを作ることが大切です。


